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東京証券取引所市場第二部への上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 

 

当社は、本日、平成 29 年３月 21 日に東京証券取引所市場第二部へ上場いたしました。今後とも、

なお一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、当社グループの当期の業績予想は以下のとおりであり、また、最近の決算情報等につきま

しては別添のとおりであります。添付資料は、平成 29 年２月 13 日に公表いたしました「平成 29 年

３月期第３四半期決算短信（連結）であります。 

 

 

【連結】                               （単位：百万円、％） 

決算期

項 目 

平成 29 年３月期 

（予 想） 

平成 29 年３月期 

第３四半期累計期間 

（実 績） 

平成 28 年３月期 

（実 績） 

 対売上 

高比率 

対前期 

増減率 

 対売上 

高比率 

 対売上 

高比率 

売 上 高 66,000 100.0 △3.7 48,203 100.0 68,506 100.0

営 業 利 益 4,000 6.1 120.2 2,452 5.1 1,816 2.7

経 常 利 益 3,600 5.5 26.9 2,061 4.3 2,836 4.1

親会社株主に帰属する当

期 （ 四 半 期 ） 純 利 益
2,200 3.3 14.9 1,335 2.8 1,914 2.8

1 株当たり当期（四半期）純利益 280 円 45 銭 170 円 22 銭 254 円 16 銭 

1 株 当 た り 配 当 金 25 円 00 銭 10 円 00 銭 12 円 00 銭 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【平成 29 年３月期業績予想（連結）の前提条件】 

（当社グループ全体の見通し） 

 平成 29 年３月期におけるわが国経済は、世界経済の回復を足がかりにした輸出が主導する形での

緩やかな景気回復局面にありました。労働力市場では、有効求人倍率が高まり、失業率は低下しま

した。当社グループ（当社及び連結子会社）の主要原材料である銅の相場価格は、一昨年の６月以

降一貫して下降基調にありましたが、昨年 11 月の米国大統領選挙直後に反転・急騰しました。 

 このような経営環境のもと、当社グループは、人材確保のため就労環境の改善に注力しました。

具体的には、①中途採用を実施して社員数を増やすことで有給休暇の計画的取得が可能な体制に移

行しました。②社員寮は、前期に高岡市で 36 室新築しましたが、さらに高岡市に 60 室、砺波市に

26 室追加整備しました。③夜間勤務の削減に注力し、焼鈍炉の夜間自動運転等を推進しました。 

平成 29 年３月期第３四半期連結累計期間の業績は、売上高 48,203 百万円(前年同期比 7.9％減)、

営業利益 2,452 百万円（同 70.4％増）、経常利益 2,061 百万円（同 10.5％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益 1,335 百万円（同 9.4％減）となりました。 

平成 29 年３月期第４四半期会計期間については、昨年 11 月以降の相場価格の急騰により、販売

価格が上昇すると同時に、相場差益が発生しています。相場差益は、銅相場の上昇局面において発

生します。相場価格の上昇局面においては、原材料の仕入価格が上昇し、販売価格も上昇しますが、

原材料を購入してから販売までの間には一定の期間を要するため、販売に対応する原材料価格は相

対的に低いものとなり、売上総利益の増加要因として相場差益が発生します。この相場差益が、今

後も発生する見込みであることから、平成 29 年３月期の業績予想については、平成 29 年１月まで

の実績値と残り２か月の見込値を勘案し、平成 29 年２月 13 日に、業績予想の上方修正を行なって

おります。なお、当社は上期終了時点で、上期の実績を踏まえ、下期の予算の見直しを行なってい

ますが（以下、修正予算）、見直し後の変動額が大きくなかったため、業績予想数値の変更は行って

おりません。その後、上記記載のとおり、平成 29 年２月 13 日に業績予想の修正を行なっており、

この数値を平成 29 年３月期の着地見込としております。 

この結果、平成 29 年３月期の業績は、売上高 66,000 百万円（前期比 3.7％減）、営業利益 4,000

百万円（同 120.2％増）、経常利益 3,600 百万円（同 26.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益

2,200 百万円（同 14.9％増）を見込んでおります。 

 

（売上高） 

平成 29 年３月期の連結売上高は、前期比 3.7％減の 66,000 百万円を見込んでおります。今期の連

結売上高は第３四半期までで 48,203 百万円となっており、通期業績予想に対する進捗率は 73.0％と

なっております。平成 28 年 11 月以降の銅相場の急騰による販売価格の上昇が第４四半期も継続し

て見込まれることから、計画通りの着地を見込んでおります。 

 

【伸銅事業】 

 伸銅事業では、販売数量と単価を考慮し、売上高を算出しております。販売数量は過去の実績を

基準とし、足元の受注状況も加味し、工場ごと、品種ごとに見積もっています。単価は予算策定時

の相場条件に品種ごとの平均マージンを考慮の上、決定しています。着地見込は平成 29 年１月まで

の実績と残り２か月分については、修正予算の予想値を基準として算出しております。残り２か月

分の販売数量の見直しは行っておりませんが、販売価格は銅相場の上昇に伴い、修正予算策定時の



 

予算よりも高い水準となっていますので、平成 29 年 1 月時点の販売価格が残り２か月において継続

することを前提に算出しております。なお、修正予算策定時の予算は、基本は当初予算と同様の策

定方法となり、上期の実績を基準とし、足元の受注状況も加味した結果、上期実績比 3.2％減の販売

数量を見込み、修正予算策定時の相場条件が継続することを前提に単価を決定し、売上高を算出し

ております。 

伸銅事業の第３四半期までの売上高の実績は前年同期比 8.7％減の 40,015 百万円となっておりま

す。販売数量は、第３四半期までの実績は前年同期比 9.3％増の 79,261 トンとなり、堅調に推移し

ております。着地見込は、修正予算からの見直しは行っておらず、前期比 6.4％増の 105,083 トンを

見込んでおります。しかしながら、銅相場が前期に比べて、平均的に低い水準で推移し、販売価格

は下落したことから、売上高の着地見込は前期比 4.0％減の 54,964 百万円としております。 

 

【精密部品事業】 

 精密部品事業では、販売数量と単価を考慮し、売上高を算出しております。販売数量は過去の実

績を基準とし、足元の受注状況も加味し、品種ごとに見積もっています。単価は予算策定時の相場

条件に品種ごとのマージンを考慮の上、決定しています。着地見込は平成 29 年１月までの実績と残

り２か月分については、修正予算の予想値をそのまま用いて算出しております。なお、修正予算策

定時の予算は、基本は当初予算と同様の策定方法となり、上期の実績を基準とし、足元の受注状況

も加味した結果、上期実績比 7.2％増の販売数量を見込み、単価は上期の実績とほぼ同様として、売

上高を算出しております。修正予算策定時の下期予算は、期初に設定した下期予算と比べて、販売

数量は 6.1％の増加を見込むものの、銅相場の下落の影響により、売上高は１億円程度減少するもの

と見込んでおります。 

精密部品事業の第３四半期までの実績は前年同期比 1.2％減の 2,720 百万円となっております。こ

れに平成 29 年１月までの実績及び残り２か月分の修正予算を考慮し、着地見込は前期比 1.0％増の

3,691 百万円としております。 

 

【配管・鍍金事業】 

配管・鍍金事業では、販売数量と単価を考慮し、売上高を算出しております。販売数量は過去の

実績を基準とし、足元の受注状況も加味し、品種ごとに見積もっています。単価は予算策定時にお

ける直近の実績を基準として、決定しています。着地見込は、平成 29 年１月までの実績と残り２か

月分については、修正予算の予想値をそのまま用いて算出しております。なお、修正予算策定時の

予算は、基本は当初予算と同様の策定方法となり、上期の実績を基準とし、足元の受注状況や例年

の季節的変動として、第３四半期は公共事業の入札後の鉄骨加工業務増加の影響を加味し、販売数

量、単価を決定し、売上高を算出しております。 

配管・鍍金事業の第３四半期までの実績は前年同期比 4.4％減の 5,467 百万円となっており、着地

見込は前期比 3.3％減の 7,344 百万円としております。鍍金事業での北陸地区における建築需要減少

に伴う販売数量の減少が前期比減の主要因となります。 

 

（売上原価） 

平成 29 年３月期の売上原価は、主として、伸銅事業における販売数量の増加があるものの、銅相

場が前期に比べて、平均的に低い水準で推移したことと、平成 28 年 11 月以降に発生した相場価格

急騰に起因する相場差益の影響等を考慮し、前期比 7.9％減の 58,000 百万円を見込んでおります。 



 

今期の売上原価は第３四半期までで前年同期比 11.1％減の 42,760 百万円となっており、通期業績

予想に対する進捗率は 73.7％となっております。売上高と同様、相場価格急騰による影響が売上原

価の単価の上昇に現れるため、計画通りの着地を見込んでおります。 

 

【伸銅事業】 

 伸銅事業では、販売数量と予算策定時の相場条件に加え、各工場の経費も考慮し、売上原価を算

出しております。販売数量は工場ごと、品種ごとに過去の実績を基準に、足元の受注状況も加味し

見積り、各工場の経費は過去の実績を基準に決定しています。着地見込は平成 29 年１月までの実績

と残り２か月分については、修正予算の予想値を基準としております。その上で、相場価格の上昇

局面における原材料価格の上昇についても加味し、仕入から販売までは一定の期間を要することか

ら、販売に対応する原材料価格は相対的に低くなることにより発生する相場差益が当面は発生する

ことを考慮して、算出しております。なお、修正予算策定時は、基本は当初予算と同様の策定方法

となりますが、上期の実績を基準とし、足元の受注状況も加味し、販売数量を見積り、修正予算策

定時の相場条件が継続することを前提に単価を決定し、さらに各工場での経費を上期の実績を基準

に決定し、売上原価を算出しております。 

伸銅事業の第３四半期までの実績は前年同期比 12.6％減の 35,992 百万円となっております。これ

に、平成 29 年１月までの実績、さらには、平成 29 年２月、３月に発生すると見込まれる相場差益

の状況を考慮し、着地見込を前期比 8.8％減の 48,887 百万円としております。前期比減の要因は、

前期は銅相場が断続して下落したことによる相場差損が発生した一方で、今期は、上期においては、

前期と同様、銅価格の下落傾向が続いたため、相場差損が発生したものの、下期においては、昨年

11 月以降の銅相場急騰による影響で、相場差益が発生する見込みであり、通期での相場差損がさほ

ど発生しない見込であることによります。 

 

【精密部品事業】 

 精密部品事業では、販売数量と予算策定時の相場条件に加え、経費も考慮し、売上原価を算出し

ております。販売数量は品種ごとに過去の実績を基準に、足元の受注状況も加味し見積り、経費は

過去の実績を基準に決定しています。着地見込は平成 29 年１月までの実績と残り２か月分について

は、修正予算の予想値をそのまま用いて算出しております。なお、修正予算策定時の予算は、基本

は当初予算と同様の策定方法となりますが、上期の実績を基準として、足元の受注状況も加味し、

販売数量を見積り、修正予算策定時の相場条件が継続することを前提に単価を決定し、さらに経費

を上期の実績を基準に決定し、売上原価を算出しております。 

精密部品事業の第３四半期までの実績は前年同期比 1.0％増の 2,569 百万円となっております。こ

れに平成 29 年１月までの実績と残り２か月分の修正予算の予想値を考慮し、着地見込は前期と同様

の 3,445 百万円としております。 

 

【配管・鍍金事業】 

配管・鍍金事業では、変動費に関しては販売予算に過去の実績を基準として計算した原価率を乗

じて算出し、固定費に関しては過去の実績を基準に計算し、売上原価を算出しております。着地見

込は平成 29 年１月までの実績と残り２か月分については、修正予算の予想値をそのまま用いて算出

しております。なお、修正予算策定時の予算は、基本は当初予算と同様の策定方法となりますが、

変動費に関しては販売予算に上期の実績を基準として計算した原価率を乗じて算出し、固定費に関



 

しては上期の実績を基準に計算し、売上原価を算出しております。 

配管・鍍金事業の第３四半期までの実績は前年同期比 4.7％減の 4,199 百万円となっております。

これに平成 29 年１月までの実績と残り２か月分の修正予算の予想値を考慮し、着地見込は前期比

4.3％減の 5,667 百万円としております。 

 

（販売費及び一般管理費、営業利益） 

販売費及び一般管理費は、売上数量の増加に伴う荷造及び発送費や修繕費の増加等により、前期

比 6.8％増の 40,000 百万円を見込んでおり、営業利益は前期比 120.2％増の 4,000 百万円を見込ん

でおります。営業利益の前期比増の要因は、伸銅事業における販売数量が増加していることと、前

期に発生した伸銅事業における相場差損が今期はさほど発生しない見込となることが主要因となり

ます。 

第３四半期までの販売費及び一般管理費の実績は前年同期比 7.9％増の 2,991 百万円となってお

ります。これに平成 29 年１月までの実績及び残り２か月分の修正予算に加え、当期より導入した業

績連動型株式報酬制度の見積額 52 百万円を役員報酬として計上する見込みであることから、着地見

込は前期比 6.8％増の 4,000 百万円としております。営業利益は、第３四半期までの実績は前年同期

比 70.4％増の 2,452 百万円となっており、着地見込は前期比 120.1％増の 4,000 百万円としており

ます。 

 

（営業外損益、経常利益） 

営業外損益として、受取配当金、支払利息、デリバティブ関係の損益を見込んでおります。前期

では 655 百万円のデリバティブ利益を営業外収益に計上していますが、今期はデリバティブ損失を

営業外損失に計上する見込みであります。当社グループでは、原材料である銅の在庫に対して、相

場変動リスクを軽減するために、主として、当社子会社のサンエツ金属株式会社において、円建て

銅スワップ契約を行なっております。売渡価格が契約時に決定し、その後、買戻す契約です。売渡

価格は固定でありますが、買戻し価格は、変動することになります。相場価格の上昇に伴い、買戻

し価格は上昇しますので、相場の上昇局面では、デリバティブに関する損失が発生することになり

ます。前期は、断続的に相場が下落しましたので、デリバティブ利益が発生しましたが、今期は昨

年 11 月からの相場の急騰に伴い、デリバティブ損失が発生する見込みとなります。 

以上の結果、経常利益は前期比 26.9％増の 3,600 百万円を見込んでおります。第３四半期までの

実績は前年同期比 10.5％減の 2,061 百万円となっております。 

 

（特別損益） 

補助金収入等で 100 百万円の特別利益を見込んでおります。 

 

（親会社株主に帰属する当期純利益） 

税金等調整前当期純利益に対して、ほぼ前期と同等の金額である法人税等、非支配株主に帰属す

る当期純利益を差し引き、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比 14.9％増の 2,200 百万円を見

込んでおります。第３四半期までの実績は前年同期比 9.4％減の 1,335 百万円となっております。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のもので



 

はありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、世界経済の回復を足がかりにした輸出が主導する形での緩やかな景

気回復局面にありました。労働力市場では、有効求人倍率が高まり、失業率は低下しました。当社グループ（当社及

び連結子会社）の主要原材料である銅の相場価格は、一昨年の６月以降一貫して下降基調にありましたが、昨年11月

の米国大統領選挙直後に反転・急騰しました。

 このような経営環境のもと、当社グループは、人材確保のため就労環境の改善に注力しました。具体的には、①中

途採用を実施して社員数を増やすことで有給休暇の計画的取得が可能な体制に移行しました。②社員寮は、前期に高

岡市で36室新築しましたが、さらに高岡市に60室、砺波市に26室追加整備しました。③夜間勤務の削減に注力し、焼

鈍炉の夜間自動運転等を推進しました。④取引や求人における知名度、ブランド力及び信用力を向上させるため東京

証券取引所本則市場への上場を申請しました。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、前年同四半期に比べて銅相場が平均的に低い水準で推移したた

め、売上高は482億３百万円（前年同四半期比7.9％減少）となったものの、伸銅事業における販売量は増加している

ため、営業利益は24億52百万円（同70.4％増加）となりました。経常利益は原料相場のリスクヘッジのためのデリバ

ティブ評価損益が、前年同四半期連結累計期間は４億69百万円の利益であったのに対して、当第３四半期連結累計期

間では３億86百万円の損失を計上したため、20億61百万円（同10.5％減少）となりました。親会社株主に帰属する四

半期純利益は13億35百万円（同9.4％減少）となりました。

 

 各セグメントの業績は、次のとおりであります。

①伸銅

 伸銅事業では、販売量は７万9,261トン（前年同四半期比9.3％増加）となりました。売上高は400億15百万円（同

8.7％減少）となり、セグメント損益は20億74百万円（同142.0％増加）のセグメント利益となりました。

②精密部品

 精密部品事業では、売上高は27億20百万円（前年同四半期比1.2％減少）となり、セグメント損益は銅相場下落に

よる原料相場差損が発生したため、55百万円のセグメント損失（前年同四半期はセグメント利益43百万円）となりま

した。

③配管・鍍金

 配管・鍍金事業では、売上高は54億67百万円（前年同四半期比4.4％減少）となり、セグメント損益は２億89百万

円のセグメント利益（同31.2％減少）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

(資産)

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産は328億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億円増加しま

した。これは主に、現金及び預金が９億86百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が12億72百万円、商品及び製

品、仕掛品、原材料及び貯蔵品が19億10百万円増加したことによるものであります。固定資産は164億99百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ２億69百万円増加しました。この結果、資産合計は493億25百万円となり、前連結会計

年度末に比べ27億69百万円増加しました。

(負債)

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債は184億38百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億34百万円増

加しました。これは主に、未払法人税等が５億50百万円減少したものの、短期借入金が14億円増加したことによるも

のであります。固定負債は23億39百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億15百万円増加しました。これは主に長

期借入金が４億31百万円増加したことによるものであります。この結果、負債合計は207億77百万円となり、前連結

会計年度末に比べ11億49百万円増加しました。

(純資産)

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は285億48百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億20百万円

増加しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益が13億35百万円であったことによるものであります。

この結果、自己資本比率は51.5％（前連結会計年度末は47.1％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 連結業績予想につきましては、平成28年５月11日の「平成28年3月期 決算短信」で公表いたしました通期の連結

業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成29年２月13日）発表しております「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照下さい。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した構築物

に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,917 931 

受取手形及び売掛金 17,222 18,494 

商品及び製品 3,765 3,973 

仕掛品 3,604 3,909 

原材料及び貯蔵品 3,227 4,625 

繰延税金資産 465 471 

その他 190 495 

貸倒引当金 △68 △74 

流動資産合計 30,326 32,826 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 9,570 10,073 

減価償却累計額 △4,119 △4,393 

建物及び構築物（純額） 5,450 5,680 

機械装置及び運搬具 18,785 19,517 

減価償却累計額 △16,480 △17,165 

機械装置及び運搬具（純額） 2,304 2,351 

土地 6,476 6,493 

建設仮勘定 241 90 

その他 1,426 1,497 

減価償却累計額 △1,133 △1,208 

その他（純額） 292 288 

有形固定資産合計 14,766 14,904 

無形固定資産    

その他 15 14 

無形固定資産合計 15 14 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,325 1,471 

退職給付に係る資産 43 43 

その他 372 266 

貸倒引当金 △293 △202 

投資その他の資産合計 1,447 1,579 

固定資産合計 16,229 16,499 

資産合計 46,555 49,325 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,030 5,508 

短期借入金 8,720 10,120 

1年内返済予定の長期借入金 200 200 

未払金 430 247 

未払費用 853 697 

未払法人税等 809 259 

賞与引当金 768 327 

設備関係支払手形 534 335 

その他 457 742 

流動負債合計 17,803 18,438 

固定負債    

長期借入金 150 581 

繰延税金負債 403 469 

再評価に係る繰延税金負債 280 280 

引当金 105 26 

退職給付に係る負債 831 877 

その他 52 102 

固定負債合計 1,823 2,339 

負債合計 19,627 20,777 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,756 2,756 

資本剰余金 3,168 4,340 

利益剰余金 17,548 18,748 

自己株式 △694 △968 

株主資本合計 22,779 24,876 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △22 42 

土地再評価差額金 565 565 

為替換算調整勘定 △27 △38 

退職給付に係る調整累計額 △97 △24 

その他の包括利益累計額合計 417 544 

非支配株主持分 3,732 3,127 

純資産合計 26,928 28,548 

負債純資産合計 46,555 49,325 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 52,319 48,203 

売上原価 48,109 42,759 

売上総利益 4,210 5,443 

販売費及び一般管理費    

荷造及び発送費 696 753 

給料及び手当 755 757 

退職給付費用 20 33 

その他 1,297 1,447 

販売費及び一般管理費合計 2,771 2,991 

営業利益 1,439 2,452 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 23 36 

デリバティブ評価益 469 － 

貸倒引当金戻入額 97 60 

その他 350 127 

営業外収益合計 941 224 

営業外費用    

支払利息 30 20 

デリバティブ評価損 － 386 

クレーム補償費 17 19 

その他 29 188 

営業外費用合計 78 615 

経常利益 2,302 2,061 

特別利益    

固定資産売却益 8 1 

投資有価証券売却益 180 0 

補助金収入 69 96 

その他 － 3 

特別利益合計 258 102 

特別損失    

固定資産除却損 27 1 

投資有価証券売却損 1 － 

ゴルフ会員権評価損 － 1 

損害賠償金 7 － 

特別損失合計 36 3 

税金等調整前四半期純利益 2,525 2,160 

法人税等 783 649 

四半期純利益 1,741 1,511 

非支配株主に帰属する四半期純利益 268 175 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,473 1,335 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 1,741 1,511 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △147 100 

繰延ヘッジ損益 0 － 

為替換算調整勘定 △2 △10 

退職給付に係る調整額 36 73 

その他の包括利益合計 △113 163 

四半期包括利益 1,628 1,674 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,404 1,462 

非支配株主に係る四半期包括利益 224 211 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 43,845 2,753 5,721 52,319 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
2,579 42 0 2,623 

計 46,424 2,796 5,721 54,942 

セグメント利益 857 43 421 1,321 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

 な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,321

セグメント間取引消去 278

全社費用 △160

四半期連結損益計算書の営業利益 1,439

 

- 8 -

株式会社ＣＫサンエツ（5757）平成29年3月期　第3四半期決算短信



Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円） 

  伸銅 精密部品 配管・鍍金 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 40,015 2,720 5,467 48,203 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
2,575 40 0 2,616 

計 42,591 2,760 5,468 50,819 

セグメント利益又は損失（△） 2,074 △55 289 2,308 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

 な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,308

セグメント間取引消去 485

全社費用 △341

四半期連結損益計算書の営業利益 2,452

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 （会計方針の変更）に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方

法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期

間から適用し、平成28年４月１日以後に取得した構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更し

ております。 

 なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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